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 株式等に係る課税制度で、期限が設けられているものもあり

ます。（下図参照） 

①上場株式等の譲渡に係る税率 

②上場株式等の配当等に係る源泉徴収税率 

③上場株式等の譲渡（繰越）損と上場株式等の配当所得の損

益通算 

④上場株式等の取得費（みなし取得価額）の特例 

⑤譲渡損の３年間繰越控除制度 

⑥少額上場株式等に係る配当所得及び譲渡所得等の非課税

措置 

 
 前述の各種税制を有利に活用するためには、その売却の仕

方やタイミングが重要です。有効活用できるケースをいくつかご

紹介します。 

 
 みなし取得価額（※下図④）の特例は平成２２年１２月３１日まで

の期限となっています。平成２２年中に適用を受けておくことに

より、譲渡益の圧縮（※下図④）、譲渡益にかかる軽減税率の適

用（※下図①）が可能となります。 

【前提条件】実際の取得価額＜みなし取得価額（※下図④） 

例）保有銘柄Ａ（平成元年取得、1万株、取得価額40万円（＠40

円）、みなし取得価額70万円（＠70円）、売却時時価＠100円、買戻時

時価＠９８円） 

【対応方法】平成２２年中にＡを１万株時価＠100円にて売却。 

【効果の比較】 

 
 また、さらに後日同銘柄を買い戻すことで、取得価額が当初

取得価額＠４０円から買戻時時価＠９８円に引き上げられること

となるため、将来の譲渡益課税軽減の対策にもなります。 

 
 含み損のある銘柄を一般口座に払い出し、平成２３年末まで

に売却し確定申告（※下図⑤）を行う。これにより譲渡損の損益通

算時期をずらし、さらに上場株式等の譲渡に係る税率（※下図

①）の差分について納税額を軽減することが可能となります。 

【前提条件】「特定口座（源泉徴収あり）」に含み益と含み損のあ

る上場株式が混在している。 
例）保有銘柄Ｂ（売却時含み損３００万円、値上がりが見込めない） 

  保有銘柄Ｃ（売却時含み益３００万円、現在売却を検討中） 

  保有銘柄Ｄ（売却時含み益３００万円、平成２４年以降売却予定） 

  ＢＣを平成２３年に売却、Ｄを平成２４年に売却。 

【対応方法】平成２３年末までにＢを特定口座から一般口座に

払出し売却。Ｂの譲渡損を確定申告し３年間繰越制度を活用。 

【効果の比較】 

 

 
 上場株式等の譲渡に係る税率（※下図①）の差を活用します。

含み損のある銘柄を一般口座に払い出し、平成２３年末までに

売却し確定申告により非上場株式等の譲渡益と損益通算する

ことで納税額を軽減することが可能となります。 

【前提条件】「特定口座（源泉徴収あり）」に含み益と含み損のある上

場株式が混在し、含み益のある非上場株式等を保有している。 
例）非上場株式Ｅ（売却時含み益５００万円） 

  上場株式Ｆ（売却時含み損２００万円 

  上場株式Ｇ（売却時含み益３００万円） 

【対応方法】平成２３年末までにＦを特定口座から一般口座に

払出し売却。同年にＥ・Ｇを売却。 

【効果の比較】 

 

株式等に係る課税制度の概要 

証券税制の活用方法 

実際の取得価額よりも「みなし取得価額」が高い場合 

売却時期 取得価額 譲渡益 税率 税額 

平成２２年 ７０万円（＠７０円） ３０万円 １０％ ３万円 

平成２３年 ４０万円（＠４０円） ６０万円 １０％ ６万円 

平成２４年以降 ４０万円（＠４０円） ６０万円 ２０％ １２万円 

含み損のある銘柄を３年間繰越控除制度を活用 

Ｂの売却方法 譲渡損益（H２３） 譲渡損繰越 税額（H２３） 譲渡損益（H２４） 税額（H２４） 税額合計 

一般口座 
Ｂ▲３００万円 

Ｃ  ３００万円 
Ｂ▲３００万円 

３０万円 

（Ｃ×１０％） 
Ｄ ３００万円 

０円 

※ＢＤ損益通算 
３０万円 

特定口座 
Ｂ▲３００万円 

Ｃ  ３００万円 
なし 

０円 

※ＢＣ損益通算 

Ｄ ３００万円 
６０万円 

（Ｄ×２０％） 
６０万円 

含み損のある銘柄を非上場株式等の譲渡益と通算 

Ｅの売却方法 譲渡損益 銘柄別税額 税額合計 

一般口座 Ｅ５００万円、Ｆ▲２００万円、Ｇ３００万円 
Ｅ３００万円×２０％＝６０万円※損益通算（Ｅ・Ｆ） 

Ｇ３００万円×１０％＝３０万円 
９０万円 

特定口座 Ｅ５００万円、Ｆ▲２００万円、Ｇ３００万円 
Ｅ５００万円×２０％＝１００万円 

Ｇ１００万円×１０％＝１０万円※損益通算（Ｆ・Ｇ） 
１１０万円 

 近年の度重なる税制改正により、証券優遇税制等は複雑化しています。これらの税制の中には、期
限が設けられているものもあります。これらの税制を上手に活用するには、証券の売却の仕方やタイ
ミングが大変重要になります。 
 今回は、株式等に係る課税制度の概要と課税制度を活用した売却の仕方やタイミング等について解
説します。 

〒760-0062 高松市塩上町３丁目１－１ 
ＴＥＬ：087-834-0122  ＦＡＸ：087-862-0988 
ホームページ：http://www.funai-t.co.jp/ 
メルマガ好評配信中！http://www.funai-t.co.jp/melmaga/index.php 

※2010年7月10日現在の法令に基づき制作しています。 

今後、税制改正等が行われた場合には、その限りではありません。 
また、本資料に記載された情報に関しては信頼ある情報源から入手したものではあり

ますが、その正確性は弊社で保証するものではありません。 
本資料に記載した内容に関して、いかなる損害が生じた場合でも弊社は一切責任を

負いません。 

資産運用News 
～証券税制を活用した“賢い株式投資”～ 

平成２１年 ２２年 ２３年 ２４年 

①上場株式等の譲渡に係る税率 

②上場株式等の配当等に係る源泉

徴収税率 

③上場株式等の譲渡（繰越）損と上場株

式等の配当所得の損益通算 

④上場株式等の取得費の特例 

⑤譲渡損の３年間繰越控除制度 

⑥少額上場株式等に係る配当所

得及び譲渡所得等の非課税措置 

税率１０％（所得税７％・住民税３％）※非上場株式等の譲渡に係る税率２０％（所：１５％・住：５％） 

税率２０％ 

（所：１５％・住：５％） 
税率１０％ 

（所：７％・住：３％） 

上場株式等の配当所得の申告分離課税（申告不要、申告分離課税・総合課税の選択制） 

※平成２２年～「源泉徴収あり特定口座」で損益通算 

平成１３年９月３０日以前に取得した上場株式等についてはみなし取

得価額※の適用が可能※平成１３年１０月１日の終値の８０％相当額 

上場株式等の譲渡損を、翌年以降最大３年間にわたり繰越し、翌年以降の株式等の譲渡益や上場

株式等の配当所得から控除することが可能（譲渡損発生年分以降、継続して確定申告が必要） 

（通称）日本版ＩＳＡ 

【図】証券税制における 

改正・適用スケジュール 
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